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新
元
号
「
令
和
」
と
『
万
葉
集
』

令
和
元
年
九
月
二
十
三
日

奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館

「
令
和
」
と
古
代
日
本
の
元
号

北

川

和

秀

１
．
大
宰
府
と
は

①
九
州
に
置
か
れ
た
朝
廷
の
出
先
機
関
で
、
「
遠
の
朝
廷
」
と
呼
ば
れ
た
。

と
お

み

か

ど

②
博
多
湾
か
ら
南
東
に
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
内
陸
に
位
置
し
、
す
ぐ
北
の
大
野
山
（
現

在
は
四
王
寺
山
）
に
は
大
野
城
が
築
か
れ
、
西
に
は
水
城
が
築
か
れ
て
い
た
。

③
大
宰
府
の
役
目
は
、
九
州
諸
国
の
行
政
の
統
括
、
外
交
、
国
防
。

④
長
官
は
大
宰
帥
と
い
い
、
官
位
相
当
は
従
三
位
。
奈
良
時
代
に
は
大
納
言
ま
た
は
中
納
言
の
兼
任

が
多
い
。
中
納
言
で
兼
任
し
た
場
合
は
現
地
に
赴
く
。
梅
花
の
宴
の
折
の
大
宰
帥
は
大
伴
旅
人
。

２
．
大
宰
府
時
代
の
大
伴
旅
人

齢

西

暦

年

号

天

皇

執

政

事

項

年

七
二
七

神
亀

四

聖

武

長
屋
王

暮
の
頃
、
正
三
位
中
納
言
大
伴
旅
人
、
大
宰
帥
兼
任

63

七
二
八

五

64

四
月
初
め
頃
、
旅
人
の
妻
死
去

七
月
二
十
一
日
、
山
上
憶
良
の
日
本
挽
歌

七
二
九

天
平

元

二
月
十
二
日
、
長
屋
王
自
尽

65

藤
原
武

三
月
四
日
、
藤
原
武
智
麻
呂
、
大
納
言
任
官

智
麻
呂

六
月
二
十
日
、
背
に
「
天
王
貴
平
知
百
年
」
の
亀
献
上

八
月
五
日
改
元
。
八
月
十
日
、
光
明
子
立
后

七
三
〇

二

一
月
十
三
日
、
大
伴
旅
人
の
宅
で
梅
花
の
宴

66

十
二
月
、
大
伴
旅
人
、
大
納
言
に
任
官
、
帰
京
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３
．
梅
花
宴
の
歌
三
十
二
首
と
は

①
天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
大
伴
旅
人
邸
で
催
さ
れ
た
梅
花
の
宴
で
よ
ま
れ
た
歌
。

②
こ
の
日
は
現
代
の
太
陽
暦
で
は
七
三
〇
年
二
月
八
日
に
当
た
る
。
立
春
の
三
日
後
。

③
参
加
者
は
大
宰
府
の
役
人
と
九
州
諸
国
の
役
人
、
合
計
三
十
二
名
で
、
一
人
一
首
ず
つ
の
歌
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。

④
参
加
者

・
大
宰
府
の
官
人

人
17

・
造
筑
紫
観
世
音
寺
別
当

１
人

・
九
州
諸
国
の
官
人

計

人
11

筑
前
国
４
人

筑
後
国
１
人

豊
後
国
１
人

大
隅
国
１
人

薩
麻
国
１
人

壱
岐
国
２
人

対
馬
国
１
人

・
不
明

３
人

４
．
梅
花
の
歌
の
序
文

○
本
文
、
訓
読
文
、
口
語
訳
は
別
紙
参
照
。

５
．
帰
田
賦
と
蘭
亭
序

①
帰
田
賦
…
…
後
漢
の
官
人
・
文
人
・
科
学
者
で
あ
る
張
衡
（
七
八
～
一
三
九
年
）
が
作
っ
た
賦
。

『
礼
記
』
や
『
詩
経
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
永
和
三
年
（
一
三
八
）
の
成

立
か
。
官
職
を
辞
し
、
田
舎
の
穏
や
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し
、
書
を
読
み
、
文
筆

に
勤
し
も
う
と
い
う
内
容
。
六
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

②
蘭
亭
序
…
…
東
晋
の
時
代
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
に
、
王
羲
之
は
名
士
を
蘭
亭
（
浙

江
省
紹
興
市
の
南
西
に
あ
っ
た
亭
）
に
招
き
、
四
十
二
名
で
曲
水
の
宴
を
開
い
た
。

そ
の
時
に
作
ら
れ
た
詩
二
十
七
編
（
蘭
亭
集
）
の
序
文
と
し
て
王
羲
之
が
書
い
た
も

の
（
草
稿
）
。
書
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
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③
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
は
趣
旨
が
共
通
。

・
永
和
九
年
、
歳
在
癸
丑
。
暮
春
之
初
、
会
于
会
稽
山
陰
之
蘭
亭
。
脩
禊
事
也
。
（
蘭
亭
序
）

（
永
和
九
年
、
歳
は
癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
脩
む
る

と
し

き

ち
う

け
い

じ

を
さ

な
り
。
）

・
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
萃
于
帥
老
之
宅
、
申
宴
会
也
。
（
梅
花
宴
序
）

（
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。
）

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

④
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
似
た
部
分
も
あ
る
。

・
是
日
也
、
天
朗
気
清
、
恵
風
和
暢
。
（
是
の
日
、
天
朗
ら
か
に
気
清
く
、
恵
風
和

暢

せ
り
。
）

ほ
が

け
い

ふ
う

わ

ち
や
う

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は

⑤
帰
田
賦
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
よ
く
似
た
部
分
が
あ
る
。

・
於
是
、
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
。
（
こ
こ
に
、
仲
春
の
令
月
に
し
て
、
時
和
ら
ぎ
気
清
し
。
）

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は

６
．
『
万
葉
集
』
の
梅

①
『
万
葉
集
』
に
よ
ま
れ
た
植
物
ベ
ス
ト
テ
ン

は
ぎ
（
萩
）

一
四
一

1

う
め
（
梅
）

一
一
六

2

た
ち
ば
な
・
は
な
た
ち
ば
な
（
橘
・
花
橘
）
一
〇
七

3

す
げ
・
す
が
・
や
ま
す
げ
（
菅
・
山
菅
）

七
四

4

ま
つ
（
松
）

七
四

4

あ
し
（
葦
）

五
五

6

ち
・
あ
さ
ぢ
（
茅
・
浅
茅
）

五
〇

7

や
な
ぎ
・
あ
を
や
ぎ
（
柳
・
青
柳
）

四
九

8

ふ
ぢ
・
ふ
ぢ
な
み
（
藤
・
藤
波
）

四
四

9

さ
く
ら
（
桜
）

四
一

10
②
梅
は
第
二
位
を
占
め
、
万
葉
集
に
数
多
く
よ
ま
れ
た
植
物
で
あ
る

③
た
だ
し
、
時
代
的
に
は
奈
良
時
代
以
降

④
植
え
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
大
宰
府
や
平
城
京
の
貴
族
の
庭
園
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る

⑤
東
歌
に
は
全
く
よ
ま
れ
て
い
な
い

⑥
梅
は
中
国
か
ら
の
渡
来
植
物
で
、
ま
だ
広
く
普
及
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

⑦
花
の
色
が
分
か
る
梅
は
白
梅
。
香
り
を
よ
ん
だ
歌
は
極
め
て
少
な
い
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７
．
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
元
号

年
号

改
元
年
月
日

改
元
の
契
機

背
景

典
拠

大
化

大
化
元
・
六
・
一
九

大
化
改
新

未

詳

「

王

者

布
二

（
六
四
五
）

大
化
一

」（
『
宋
書
』

巻2
1

）
か

白
雉

白
雉
元
・
二
・
一
五

穴
戸
国
が
白
雉
を

（
六
五
〇
）

献
上

朱
鳥

朱
鳥
元
・
七
・
二
〇

天
武
天
皇
の
病
気

（
六
八
六
）

平
癒
を
願
っ
て
か

大
宝

大
宝
元
・
三
・
二
一

対
馬
が
金
を
献
上

大
宝
令
施
行
の
た

（
七
〇
一
）

め

慶
雲

慶
雲
元
・
五
・
一
〇

西
楼
の
上
に
慶
雲

（
七
〇
四
）

出
現

和
銅

和
銅
元
・
一
・
一
一

武
蔵
国
秩
父
郡
が

前
年
に
元
明
天
皇

（
七
〇
八
）

和
銅
を
献
上

即
位

霊
亀

霊
亀
元
・
九
・
二

左
京
職
が
霊
亀
を

元
正
天
皇
即
位
と

（
七
一
五
）

献
上

同
時
に
改
元

養
老

養
老
元
・
一
一
・
一

美
濃
国
当
耆
郡
の

七
（
七
一
七
）

霊
泉
に
行
幸

神
亀

神
亀
元
・
二
・
四

前
年
に
左
京
職
が

聖
武
天
皇
即
位
と

（
七
二
四
）

白
亀
を
献
上

同
時
に
改
元

天
平

天
平
元
・
八
・
五

左

京

職

が

背

に

二
月
に
長
屋
王
の

亀
の
背
の
「
天
王
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（
七
二
九
）

「
天
王
貴
平
知
百

変
。
八
月
十
日
に

貴
平
知
百
年
」

て
ん

わ
う

き

へ
い

ち

は
く

年
」
と
い
う
文
字

藤
原
光
明
子
を
皇

ね
んの

あ
る
亀
を
献
上

后
と
す
る

天
平
感
宝

天
平
勝
宝
元
・
四
・

陸
奥
国
が
黄
金
を

大
仏
建
立
中
。

一
四
（
七
四
九
）

献
上

初
め
て
国
産
の
金

産
出

天
平
勝
宝

天
平
勝
宝
元
・
七
・

孝
謙
天
皇
即
位
と

二
（
七
四
九
）

同
時
に
改
元
。

唯
一
の
年
二
回
改

元

天
平
宝
字

天
平
宝
字
元
・
八
・

駿
河
国
か
ら
蚕
の

七
月
に
橘
奈
良
麻

一
八
（
七
五
七
）

作
っ
た
文
字
（
「
五

呂
の
変
。
こ
の
年

月
八
日
開
下
帝
釈

の
五
月
八
日
は
聖

標
知
天
皇
命
百
年

武
太
上
天
皇
一
周

息
」
）
を
献
上

忌
斎
会
の
最
終
日

天
平
神
護

天
平
神
護
元
・
一
・

前
年
に
恵
美
押
勝

前
年
九
月
に
恵
美

改
元
勅
の
「
神
霊

七
（
七
六
五
）

の
乱
を
平
定

押
勝
の
乱
、
十
月

護
レ

国
」

に
称
徳
天
皇
即
位

神
護
景
雲

神
護
景
雲
元
・
八
・

あ
い
つ
い
で
景
雲

前
年
に
弓
削
道
鏡

一
六
（
七
六
七
）

出
現

が
法
王
に
な
る

宝
亀

宝
亀
元
・
一
〇
・
一

肥
後
国
が
白
亀
を

八
月
に
称
徳
天
皇

（
七
七
〇
）

献
上

崩
御
。
十
月
に
光

仁
天
皇
即
位
と
同

時
に
改
元

天
応

天
応
元
・
一
・
一

伊
勢
斎
宮
に
美
雲

天
応
元
年
は
辛
酉

改

元

詔

の

「

自
レ

（
七
八
一
）

出
現

年

天
応
レ

之
」
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延
暦

延
暦
元
・
八
・
一
九

前
年
四
月
に
桓
武

未

詳

。
「

民

詠
二

（
七
八
二
）

天
皇
即
位

徳
政
一

、
則
延
レ

期

レ

歴

」
（
『
群

書

治

要
』
巻2

6

）
か

西

暦

年

号

干
支

日

本

書

紀

木

簡

六
四
五

大
化
元

乙
巳

天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
の
四
年
を
改
め
て
、
大
化

元
年
と
す
。
（
孝
徳
前
紀
・
六
・
一
九
）

六
四
六

二

丙
午

六
四
七

三

丁
未

六
四
八

四

戊
申

戊
申
年
（
難
波
宮
跡
）

六
四
九

五

己
酉

六
五
〇

白
雉
元

庚
戌

元

を
白
雉
と
改
む
（
白
雉
元
・
二
・
一
五
）

は
じ
め
の
と
し

は
く

ち

六
五
一

二

辛
亥

六
五
二

三

壬
子

壬
子
年
（
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
）

六
五
三

四

癸
丑

六
五
四

五

甲
寅

六
八
六

朱
鳥
元

丙
戌

元

を
改
め
て

朱

鳥

元

年
と
曰
ふ
。
朱
鳥
、

丙
戌
年
（
石
神
遺
跡
）

は
じ
め
の
と
し

あ
か
み
と
り
の
は
じ
め
の
と
し

此
を
ば
阿
詞
美
苔
利
と
い
ふ
。
（
朱
鳥
元
・
七
・
二
〇
）

こ
れ

あ

か

み

と

り

六
八
七

持
統
元

丁
亥

丁
亥
年
（
飛
鳥
池
遺
跡
）

六
八
八

二

戊
子

戊
子
年
（
石
神
遺
跡
）

六
八
九

三

己
丑

己
丑
年
（
伊
場
遺
跡
）

六
九
〇

四

庚
寅

六
九
一

五

辛
卯

辛
卯
年
（
藤
原
宮
）

六
九
二

六

壬
辰

壬
辰
年
（
石
神
遺
跡
）

六
九
三

七

癸
巳

癸
巳
年
（
飛
鳥
京
）

六
九
四

八

甲
午
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大
津
皇
子
、
被
死
ら
し
め
ら
ゆ
る
時
、
磐
余
の
池
の

陂

に
し
て

涕

を
流
し
て
作
り
ま
し
し
御

み

ま

か

い

は

れ

つ
つ
み

な
み
だ

歌
一
首

①
も
も
づ
た
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む

右
、
藤
原
宮
の
朱
鳥
元
年
冬
十
月
な
り
。
（
万
葉
集

三
・
四
一
六
）

＊
皇
子
大
津
、

謀

反

け
む
と
し
て
発
覚
れ
ぬ
。
…
…
皇
子
大
津
を
訳
語
田
の
舎
に
賜

死
む
。
時

み

こ

お

ほ

つ

み

か

ど

か

た

ぶ

あ

ら

は

を

さ

だ

い
へ

み
ま
か
ら
し

に
年
二

十

四
な
り
。
（
日
本
書
紀

朱
鳥
元
・
一
〇
・
二
／
三
）

は
た
ち
あ
ま
り
よ
つ

紀
伊
国
に

幸

し
し
時
の
川
島
皇
子
の
御
作
歌

或
は
云
ふ
、
山
上
臣
憶
良
の
作

い
で
ま

み

う

た

②
白
波
の
浜
松
が
枝
の
手
向
草
幾
代
ま
で
に
か
年
の
経
ぬ
ら
む

一
に
云
ふ
、
年
は
経
に
け
む

し
ら

な
み

え

た

む
け

ぐ
さ

い
く

よ

へ

日
本
紀
に
曰
は
く
、
朱
鳥
四
年
庚
寅
の
秋
九
月
、
天
皇
紀
伊
国
に

幸

す
と
い
へ
り
。
（
万
葉
集
一
・
三
四
）

い
で
ま

＊
天
皇
、
紀
伊
に
幸
す
。
（
日
本
書
紀

持
統
四
・
九
・
）

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
泊
瀬
部
皇
女
忍
坂
部
皇
子
に

献

る
歌
一
首

短
歌
を
并
せ
た
り

は
つ

せ

べ
の

ひ
め

み
こ

お

さ
か

べ
の

み

こ

た
て
ま
つ

（
長
歌
省
略
）

反
歌
一
首

③
敷
栲
の
袖
か
へ
し
君
玉
垂
の
越
野
過
ぎ
ゆ
く
ま
た
も
逢
は
め
や
も

一
に
云
ふ
越
野
に
過
ぎ
ぬ

し
き

た
へ

た
ま

だ
れ

を
ち

の

右
、
或
る
本
に
曰
は
く
、
河
島
皇
子
を
越
智
野
に

葬

る
時
、
泊
瀬
部
皇
女
に
献
る
歌
そ
と
い
へ
り
。
日
本
紀
に

を

ち

の

は
ぶ

曰
は
く
、
朱
鳥
五
年
辛
卯
の
秋
九
月
己
巳
の
朔
の
丁
丑
、
浄
大
参
皇
子
川
島

薨

り
ま
し
ぬ
と
い
へ
り
。

か
む
あ
が

（
万
葉
集
二
・
一
九
四
）

＊
浄
大
参
皇
子
川
嶋
薨
せ
ぬ
。
（
日
本
書
紀

持
統
五
・
九
・
）

み
う

石

上
大
臣
の
従

駕

に
し
て
作
る
歌

い
そ
の

か
み

お
ほ

み
と
も

④
吾
妹
子
を
い
ざ
見
の
山
を
高
み
か
も
大
和
の
見
え
ぬ
国
遠
み
か
も

わ

ぎ
も

こ

み

や

ま

と

右
、
日
本
紀
に
曰
は
く
、
朱
鳥
六
年
壬
辰
の
春
三
月
丙
寅
の
朔
の
戊
辰
、
浄
広
肆
広
瀬
王
等
を
以
ち
て
留
守
の

官
つ
か
さ

と
な
す
。
こ
こ
に
中
納
言
三

輪

朝

臣

高

市
麻
呂
そ
の
冠

位
を
脱
き
て

朝

に
擎
上
げ
、
重
ね
て

諌

め
て
曰
は
く
、

み

わ
の

あ

そ
み
た
け

ち

ま

ろ

か
が
ふ
り

ぬ

み
か
ど

さ

さ

い
さ

農

作

の

前

に
車
駕
未
だ
以
ち
て
動
く
べ
か
ら
ず
。
辛
未
、
天
皇

諌

に
従
は
ず
、
遂
に
伊
勢
に
幸
す
。
五
月
乙
丑

な
り
は
ひ

さ
き

き

み

こ
と

の
朔
の
庚
午
、
阿
胡
の

行

宮

に

御

す
と
い
へ
り
。
（
万
葉
集
一
・
四
四
）

あ

ご

か
り
み
や

い
で
ま

＊
浄
広
肆
広
瀬
王
・
直
広
参
当
摩
真
人
智
徳
・
直
広
肆
紀
朝
臣
弓
張
等
を
以
て
、
留
守
官
と
す
。
是こ

こ

に
、
中
納
言
大
三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂
、
其
の
冠
位
を
脱
き
て
、
…
…

（
日
本
書
紀

持
統
六
・
三
・
）

＊
故
の
中
納
言
従
三
位
大
神
高
市
万
侶
の
卿
は
、
大

后

の
天
皇
の
時
の
忠
臣
な
り
。
記
有
り
て
曰

も
と

お
ほ

み
わ

た
け

ち

ま

ろ

お
ほ

き
さ
き

は
く
、
「
朱
鳥
七
年
壬
辰
の
二
月
、
諸
司
に

詔

し
て
、
三
月
の
三
に
当
り
て
伊
勢
に
幸
行
さ

み
こ
と
の
り

み
か

い

で

ま

む
と
す
、
此
の
意
を
知
り
て
設
備
く
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
時
に
中
納
言
、
農
務
を
妨
げ
む
こ
と

こ

ま

う

な
り

は
ひ
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を
恐
り
、
上
表
し
て
諌
を
立
つ
。
天
皇
従
ひ
た
ま
は
ず
、
猶
幸
行
さ
む
と
す
。
是
に
其
の

蝉

の

な
ほ

い

で

ま

こ
こ

ナ
ハ
セ
ビ

冠
を
脱
ぎ
、
朝
庭
に
擎
げ
、
亦
重
ね
て
諌
む
。
「
方
に
今
、

農

の
節
、

行

す
ベ
か
ら
ず
」
と

み

か

ど

さ
さ

ま
た

ま
さ

な
り
は
ひ

と
き

い
で
ま

い
ふ
。
（
日
本
霊
異
記

上
二
五
）

藤
原
宮
の
役
民
の
作
る
歌

⑤
（
長
歌
省
略
）

右
、
日
本
紀
に
曰
は
く
、
朱
鳥
七
年
癸
巳
の
秋
八
月
、
藤
原
宮
の
地
に

幸

す
。
八
年
甲
午
の
春
正
月
、
藤
原
宮

い
で
ま

に
幸
す
。
冬
十
二
月
庚
戌
の
朔
の
乙
卯
、
藤
原
宮
に
遷
居
る
と
い
へ
り
。
（
万
葉
集
一
・
五
〇
）

う

つ

＊
藤
原
の
宮
地
に
幸
す
。
（
日
本
書
紀

持
統
七
・
八
・
）

＊
藤
原
宮
に
幸
す
。
（
同

持
統
八
・
一
・
）

＊
藤
原
宮
に
遷
り
居
し
ま
す
。
（
同

持
統
八
・
一
二
・
）

う
つ

お
は



【
本
文
】

【
訓
読
文
】

【
口
語
訳
】

梅
花
謌
卅
二
首

并
序

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
を
并
せ
た
り

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
文
を
加
え
た

天
平
二
年
正
月
十
三
日

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

萃
于
帥
老
之
宅

申
宴
会
也

帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。

大
宰
帥
の
老
の
屋
敷
に
集
ま
っ
て
、
宴
会
を
開
く
。

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

そ
ち

于
時

初
春
令
月

気
淑
風
和

時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。

折
し
も
、
初
春
の
良
い
月
で
、
大
気
は
澄
ん
で
風
は
穏
や
か
だ
。

よ

や
は

梅
披
鏡
前
之
粉

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、

梅
は
、
鏡
台
の
お
し
ろ
い
の
よ
う
に
白
く
咲
き
、

ふ
ん

ひ
ら

蘭
薫
珮
後
之
香

蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
。

蘭
は
、
玉
佩
を
着
け
た
人
と
す
れ
違
っ
た
と
き
の
よ
う
に
香
る
。

は
い

ご

か
う

か
を

加
以

加

之

、

さ
ら
に
は
、

し
か
の
み
に
あ
ら
ず

曙
嶺
移
雲

松
掛
羅
而
傾
蓋

曙

の
嶺
に
雲
を
移
し
、
松
は

羅

を
掛
け
て

蓋

を
傾
け
、

明
け
方
の
峰
に
は
雲
が
た
な
び
き
、
松
は
薄
物
を
纏
っ
て
傘
を

あ
け
ぼ
の

う
す
も
の

き
ぬ
が
さ

差
し
掛
け
た
よ
う
で
あ
り
、

夕
岫
結
霧

鳥
封
縠
而
迷
林

夕

の
岫
に
霧
を
結
び
、
鳥
は

縠

に
封
さ
れ
て
林
に
迷
ふ
。

夕
方
の
山
の
洞
か
ら
は
霧
が
湧
き
立
ち
、
鳥
は
霧
の
帳
に
閉
じ

ゆ
ふ
べ

く
き

う
す
ぎ
ぬ

と
ざ

ま
と

込
め
ら
れ
て
林
の
中
を
飛
び
迷
う
。

庭
舞
新
蝶

庭
に
は
舞
ふ
新
蝶
あ
り
、

庭
に
は
春
に
生
ま
れ
た
蝶
が
舞
い
、

し
ん

て
ふ

空
帰
故
雁

空
に
は
帰
る
故
雁
あ
り
。

空
に
は
去
年
の
秋
に
来
た
雁
が
帰
っ
て
ゆ
く
。

於
是

こ
こ
に
、

こ
こ
に
、

蓋
天
坐
地

天
を

蓋

と
し
地
を

坐

と
し
、

天
空
を
傘
と
し
、
大
地
を
敷
物
と
し
て
く
つ
ろ
ぎ
、

き
ぬ
が
さ

し
き
ゐ

促
膝
飛
觴

膝
を

促

け

觴

を
飛
ば
す
。

膝
を
寄
せ
合
っ
て
、
盃
を
巡
ら
せ
る
。

ち
か
づ

さ
か
づ
き

忘
言
一
室
之
裏

言
を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、

一
堂
に
会
し
て
、
内
に
は
言
葉
も
不
要
な
ほ
ど
に
打
ち
解
け
、

こ
と

う
ち

開
衿
煙
霞
之
外

衿

を
煙
霞
の
外
に
開
く
。

外
に
は
良
い
景
色
に
向
か
っ
て
襟
を
く
つ
ろ
げ
る
。

こ
ろ
も
の
く
び

え
ん

か

ほ
か

淡
然
自
放

淡
然
と
し
て

自

ら

放

に
し
、

心
は
淡
々
と
し
て
自
由
で
あ
り
、

た
ん
ぜ
ん

み
づ
か

ほ
し
き
ま
ま

快
然
自
足

快

然
と
し
て

自

ら
足
る
。

気
分
は
快
く
満
ち
足
り
て
い
る
。

く
わ
い
ぜ
ん

み
づ
か

た

若
非
翰
苑

何
以
攄
情

若
し
翰
苑
に
非
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か

情

を
攄
べ
む
。

文
筆
以
外
の
何
に
よ
っ
て
こ
の
思
い
を
述
べ
尽
く
せ
よ
う
か
。

も

か
ん
ゑ
ん

あ
ら

も
ち

こ
こ
ろ

の

詩
紀
落
梅
之
篇

詩
に
落
梅
の
篇
を
紀
す
。

昔
の
中
国
に
は
落
梅
の
漢
詩
が
あ
る
。

し
る

古
今
夫
何
異
矣

古
今
そ
れ
何
ぞ
異
な
ら
む
。

昔
と
今
と
、
中
国
と
日
本
と
、
何
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
。

宜
賦
園
梅
聊
成
短
詠

宜
し
く
園
梅
を
賦
み
て
、

聊

か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
。

さ
あ
、
こ
の
庭
園
の
梅
を
短
歌
に
よ
も
う
で
は
な
い
か
。

よ
ろ

ゑ
ん

ば
い

よ

い
さ
さ

た
ん
え
い


